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罵流産粛の死菌発疫に闘する研究

I. .IJ~ 流産蒜iのマウ _:~qこ封する病原牲に就〈

平戸勝七・佐藤儀手

(北海道大準歌民主警告IC家者衛生塾教主:主任千戸教授〉

STUDIES ON EQUINE PARATYPHOID VACCINE. 

1. COMPARATIVE STUDIES ON THE PATHOGENICITY OF DIFFERENT ST畏AI~S

OF SAL-:¥10NELLA ABORTUS-EQUI FOR THE l¥10USE. 

五ATSUSHIf'HI HIRATO and GnIEI SATO 

From the Laboratory of Veterinary Hygiene and Microbiology， 

Faculty of Veterinary Medicine， Hokkaido University， 

Sapporo， Chief: Prof. K. 1まIR

1.諸 言

害11守q工.UJriIi己売菌死}I>1による同体兎疫i;.r¥宅金に
先立ち，小説tf1;J主としてマウスにより死詩兎疫の

基礎知見を獲得すべく寅験を進めた。しかしなが

ら兎疫;武器量の前提として一本菌のおマウス病原性を

充分:flllj拝して会く必要があるととは論やるまでも

ないa 玩に越智1)技び、添}112)はi弓松の日的からマ

ウスにまJする本苗の病原牲に廷で桧討した。日IJち

越智は主としてチフス性疾患を中心説貼として腹

路及び、経口の雨部伎に就てマウスの感染経過を観

察し， 又添J1Iは践腔，J皮之下， 静E脹畏Z及之び

ウスの流血4中1に於lけ?る}再菌z者[のi治告長誌に1苦誌のi悲4帝P留1扶え態
iに亡閥して詳車詣純i出5に=記己設している r~ ~;J 3) 等も本菌

の菌掠成分に関する研究中，釘マウス病野!~主につ

いて上記各研究:x.と河ーの結果を待たとのペてい

る。我々底上記各報汗に訣けている感染部伎によ

るマウスの感染経過を逗及すると共に添J1Iの言う

分離丹時の新らしい誌株立保存株によとべ主力が強

いか五か，又之等菌株の二点}Jの主を主主1!Jjするには

如何なる観察方法をj:J、てすればよいかに~!)~て検討

するため分離宮初の諦約三株と累代土庁長掠守株に位

てマウスにおする感!{ti状態，致死量等の邑[から各

菌株の主力をよじ絞し， '1/iに啄円ムチンの主力:噌張

作1uについても研究した(本論文の要行はl守派125

:'.1ミ4月第 28回円本獣器事合に於て報去した)。

11.賓援方法

1.使用菌株

寅験供i式}ii株のUJUiAv主第 I去に示した。新

鮮株は北海道各地から入手Lた流産給見円波及び、

抱の病的材.rl-を数日~和常耳lJItlJ宝温又はみ蔵J，Hに
侭存した後分離土庁芸じ妥結まで、句二、許通寒天域地の

通過{主 1，......3代である。累代培養保存株(以下探存

株)は常教宅で分譲:保守したもので約60n 111手に
普通袈てベ斜面にき長代し*ったものである。夫宅の

{足存期間は 1"，26 年に及んで、いる。各-~Î株は普通

寒XJI~以上tc於ける:生存a性以，プイヨンの設育~J~

襲，定堕ノk及びト予パフラピン溶液中の安定性に

よって S塑なるととを時めた。なjな保f子類1i¥l10'<l三

以上に技ぷ5株に);f!:てはミロン反I.rQ{及びモルモッ

ト新~\'L由_i I号におする抵抗性，SNJ投び、RJ~~!事j兎校一由.

1Mによる沈降反[恋人5;の検定ユミ1fiをi皐:1111L，宅き呉の

耗度を検去した(第 8夫参虫干。 RA司持とは促イ£菌株
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StraIns of SalmonellααbOl・t'lt仔噌quiused for Experiments 
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trehalose and rhamnose. Type 1 does not split all 3 carbohydrates within 2 days， type II ferments 
these three carbohydrates. Type III ferments dulcitol and trehal03e and type IV sp1its dulcitol and 
rhamnose within 2 days. 
s These experiments were carried out during the period from ] 949 to J 9ラ2.
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のプイヨン掠菖柿安から符られ，諸性えたは定型的

R.型を示す(牙~ 1，江c8夫参照j。 な会葛西4jA5に

よる按分解型別鼠輩I!路， 古辛2科えの I型を除きす

べて III型に属する。

2. 感染法

普通主主犬 18~20 時IH1培養菌を生正m的食i藍水

又は pH7.0の燐喰E義援街会翠水で、持稗L，腹腔，

諮~]Iえ，皮下接種は 0.25c心又誌 0.5C・C.，m言内J妾穂

は0.03c・c.， 経鼻， 経口雨感染は凡そ 1~I主j ~þ ~こ所

要菌室;を含ましめた。蔀予:計iJUj は干4~il'によりその

者1)度培養によって菌裁を桧えごした。 1mgのi副題菌

辻童文信t，...，.，10信;側内外で、あった。

3. 供試マウス

札幌附近でIri)ー走者の飼育する純系スイスマ

ウスを夜ilJLた。大部分15g以下で体主主主は 2g

内外である。時4't'i:をi足JIjしたが性別は殆ど相半ば

している。

4.観察法

箆死マウスの心血中に誌を桧lHしたものを段
取訂正妃と見なした。体内}当分子Ijを捻するにi主芥ij'義

器その在住をまHI控L1 ~，ζ去をtLU麦千以土正義して愛育

コロニ訟を;i支え後部主子nrfJブイヨン4-lに投じ冷
前法を議ヒた。ゴ， :3の1ff.践例について法推計率的

に桧討した。危険率はそのお皮示す。

111. 感染マウスの生死観察と

新鮮株p 保存株の毒力比較

1. マウス体重並iこ性別と饗死率の関係

免疫朗1m~l マウスの成長にi'~とう体主増加古二本
誌の感染に討し抵抗住をよすすことは安来せ~5) がと

tLをさ日捕し添111は括原内Ji芸染i亡於て 12gのもの

辻15g のものより 5096 も莞死李がr'r"~]いとのべて

いる G マウス f本 lfi~ 10， 12， 15， 18， 20 gのものに;杭

き新鮮株0.1mgを腹控内接持し箆死率及び、箆ば

マウスの千均生存丹設を示したのが !%C2えであ

る。

とれによると休 LP~のす:1111 と共に奨死率はi成少

し， JF-.t.与生存日並立守kLて，抵抗}Jの強まる{頃

[むがみられる。 ~kkこ各体旦の箆タ乙李をfJI:せて 10~

15 gと18---20gで比較すると， 言~J~干の奨死率は
18，...，.，20gの成長マウスより IVjかにr.追い(危険率 196

Table 2. Effect of Mice Weights on班ortality

and Survival '1'ime 

Body Vveight 
f"  f <) f r::: 10 12 ラ I 18 20 

(g) 

蜘也I均 ω9/9  I 9/10 I制;町10
Mean Survival I ~ ~ I H i ラ.2I ラ.8 I 6.7 及ラ I 8.8 Time (Days) I 

/.，"-

I 
/.0 

I 

Numerator indicate3 number of death3 within 
3 weeks after intraperitoneal injection. 
Denominator indicates number of mice used. 

以ド)，以上の結果は掠主主が特に苦しくなければ

箆死宰に徐与礎化のないととを示すものでるるが

感染菌支が微量になれば体主主の影響も大になる

ととも考えられるので，宣験マウスのf主主主はfH

来るだけ小にした。

'，-主耳目によち本菌に主Jずる抵抗性に主がるるか

否かに就ての設営はない。也の Salmonella麗菌に

就てはよ江主!三 BATSO~6) 詩:チフス主i1授主にムチンを

添加iして感染せしめた場合♀が6'よ与やや強い惑

乏'i"tのあるととを述べている。本菌に於ては第3

去に示す如く， 10-::'mg， [) x 10--tmgの感染菌去

に討する箆死率ほ，後Ifに於て♀がさよ争ややお

いが，い宇

¥./¥ 
0 

Table. 3. Morb1ity in both Sexes of Mice 

in')culated with S.αbortus・equi

Sex 
Dose (mg) 

1Q-::!ラX10-4 

間ale 3/ラ附五) つ/ラ()%)

Female 31ラ(6)ラぷ) 2'ラ(4).90)

Ob3ervation perbd was 3') days after injection. 

2. s隻程内接彊による各菌掠毒力む測定

逃司法卒二f;t;lrDマウスに討する:dj;jJ vZ:闘して腹
腔{入iえは経口J支持のい宇れによるも k=ffl:蕗iを除き

その箆死宰な長予RZ;zflitzhii系にえ14.:70忽eえi外であ

るとし， 1.添恭JI川[円Hは主j占持f存安到?官畏内j足妻叡訴f
箆夕死t率は;逗塁減するが，所JYi故少致死走の決定の凶

業主なことをま旨主主している。

私共立マウスにおする接種経路として段路内

を選んだがその出rlJ辻皮下接種では 1mgの如き

. 
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Table 4. Lethal Dose against Mice Untraperitoneal Inoculation) 

I Tirne of Pre- I 
servation of I 100% Lethal IラoμLethal

Name of Strain i Source iii  
Materials or Dose (rng) Dose (mg) 
GUltures 

之， I Suzuki 
..c 

sl Eiraku 
全 I Sa旬uki持者

Hanぬun

I Tsunehana Liver of fetus 

Asatoyo ! GastrIc content 

i ぉ kin
~ Konishiki 
信

主 19-Ayarne
~ Seika 

三!Hangね

Rるrin

日
出
向

M
-
6
1
3お

Segawa 

Sugimoto 

Asahi 

Daini-Manryu 

Shurei 

唱
。
パ
ヤ
一
応
{
。
閉
山
一
円

Hatsuhime 

Pus 

Gastric content 

Synovial fluidof foal 

Gastric content 

Heart blood of fetus 

Unknown 

Lochia 

7 days 

" 

10 days 

12 days 

23 days 

I Ga 2 months 

2 months 

7 months 

Ca 8 montbs 

I Ca 9 months 
2 years 

10-1 10-:>.37 

10-1 10-2.:沼

10-1 10-2.60 

10-2 10-2.87 

10-:> 10-4 •!l2 

10-4 く10-5.11

10-2 10-2.丹7

>10-1 10-2.ω 

10-4 く1O-4 • !l0

10-1 10-2.57 

〉均一i 1 0-2.~S 

10ペ 10-2.75 

10-1 10-!;.:n 

10-2 1O-:>.!l:; 

>10-1 IO-1.0日

10-ヨ く10-:;.78 

10-1 10-1.8:> 

10-τ 10-:;.5丹

>10-1 1O-1.!l8 

10-] 10-2.0 
Shitakara Unknown i Ca 26 years 

玄ushiro" " 

LD"u was calu~ulated by Re~d and Muen~h's methoj. De3th of mice was ob3erved during 3 weeks 
after ino~ulation. 

張 Th~3e straInJ WJfd freuly is:>1atej fro沼 gastri:!co"1tents o:E f品USor fro:n t3e other materiaJs 
whieh were s七oredin ice-box. 

~H" W eights of rnice used for virulence test of this strain were not uniforrn. 

多主主ILIで、も屡々生建仁てWH本主が大きく現われ，
従って接死率が桜めて不整で、あり，又静脹内装程

は子}Ji.上演域主兎れす1 とれに封し腹控内接種で

はj妄語長と併行して箆タE宰がほほ、整然とした鰯{系

を示すことによる。従って主力主表現する致死量

の算定に辻 50%致死主 (LD50) をJIjいた。即ち経

験的に lO-I""，10-5mgの諒量を各段段;数匹宛に接

極し約3選1m説之さして REEDand MUENCH7)の方

法で LD渇を穿Jむするととが出来た。

各菌持の致死量: 殺京í~株， 短期及び、長期fミミ

イjミ株の 20'事~に社て 100怒註びに 50鬼致死量を求

めたo 3選1m説察によると第4去に示す如く，

100銘致死量諸大体 10-2rng以上の菜種菌量の多い

. 

" 

Ca 3 years 

3 years 

Ca 10ラyear3

12 years 

Ca 18.5 years 

所・に集中している。即ち 10-lmg以上:.4十字， 10-1mg

8株， 10ーさmg5株， 10-3mg 1株， 10-'mg 2株であ

った。 地方 5096致死量注 100%致死量より 10"，

100倍宇れて分散する。丘fJち 10-J，.....，10-Jmg4株，

10-e""10-3mg 8株， 10-3.--10-~mg 5株， 10-1.--10-5 

mg2抹， 10-5"，10-llmg 1株である。 即ち LD1仰

と LDョ(Jの弐;~iJ~ 2以上のものは 2株にすぎない。

新く 1^1~致死量がよじ校的大きく， しかもh活者が

議迂しているとと段，多量の茜で辻 100%発死す

るが，それより少なくなると発死事が激減するこ

とを示すものであって，本商事力の強烈ならざる

ととを表わしている。

観察自主主と LD50 の推移: 第4去で用いた
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接種マウスについて，各選ごとの

LD50 を算出すると :uc5去の如
くなる。本成誌によると 2週間で

LDtiOの最高値に注したものが 3

掠るるが，一般に 3選出でほぼ、段

高官I.vci主L3， 4 ~屋'1:.於ける LD:，o

のさ三は認められないか或は軽度で、

ある。l![Jち箆死すべきマウス辻 3

還までに殆ど発死して以後の生建

設は安定することを意味する G 従

って LD:-l{)はJ訴前後 3週日に算定

しでほぼ設与左いものと考える。

接相:菌室と奨死マウスの生存

ヨ童文::}妾種マウスの生存日教が菌

支の減少と千行して延長するとと

は各菌株共通でるって，このとと

ほ上七較的え主の菌主で、ある 10-1，....，

10-~mg でも同校で，たとえばロー

習ン株に於てほ接持:菌室:各段併に

於けるマウスの千均生イ長日設には

i明かに完が認められる(危捻率5%

以下)(耳~ G支悲照10

又J主的マウスのNc車中に於け

る}去の治長を観察してみると，長会

15 

Tahle 5. LD:IO of various Strains at 

every Week after Injection 

N ame of Strain 

I_T.rt.n-，T.n ~_\ 0+ n;f1'a~"，n+ 1XT"，，，lrc< I沼τT町'1古imeLogl 工.D:;0) a試tD到i在能er犯en此tWeeks I LD~均o Rea-
ches Maxi-

4 Imum¥Week) 
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Dose (mg) 

3 

ラ.8 11.0 

10-10-2 っ-.)

4 

ラ 14

Survival Time (Days 1 6 14 

2 8 ラ

8 

Mean Survival Time 
2.6 

(Days) 

和i菌詩:景景 1刊O-lmgの立如i司iきえ:主琵長l早託1そn誌岩で、::.~は主いプ宇言許‘れも免短i 持日

に鐙死L一1弐くi攻i攻文I泊血古色L
(10一.Jmg)の段前でで、;ば主if殆古ど二宍:段没詰在L品主:の経i過韮をとり

努夕死己又;ほ主生建する(勾冴第5口7去参探)とのとと;迂主本)菌卓菌i 
iに乞よるご弐敗血1括症1主:は痘必、す宇=しも至致交死的で芝な=く， 先入
の指摘する枝に非常に都i体芸が著じく，結局する

pn本誌の材~d/'[主の去現に外ならない。

3. 累代保存株と非累代株の毒力

長期保存抹のii/JJ: 10 ~I三以上の長期保存株

中より， i長薄型，プ fヨン中の愛吉態度等をお志

して選揮をくりかえ L，S型叉辻殆どとれに近い

と忠われる 5菌株をHt/(こ。とれせ;の菌株について

立U'c8去に示す如く，諸反症を f式み抗原詩迄

の主差異の'uJ!誌を捻討した。 ll[Jちミロン反紘は，

WIIrrES)の法により加熱後の泣色，沈i殺の耗度を

視察したが，岳民のものでも宕色托!支は rr~tl S型

株にくらべると，必す-;;Lも定型的とは三い難いO

KA UFFM.A )l"N9)の法記準じて， 新鮮モルモツトa
i j号に討する各菌沫の抵抗'j"f:を惑作前後の菌数のよ七

でみると，劃路，舌辛雨1字以外注苦しく議場く，特

に花i時株は殆ど R型に等しい。とれ等5菌株の凝

集151性はS型株にくちべると 2，....，3管ひくい傾向

に遅うるが，同本10ミ笥;の方法による耐熱性抗原の沈
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Table 7. Showing the Number of Bacteria in Tail Blood at various Times 

after Intraperitoneal Injection of Strain Segawa 

D03e 

lmg) 

No.of 
盟ice 1/8 

Time after Inoculation (Days) 

23  4 ラ 6 9 11 J2 13 16 19 21 23 27 

十÷十件付 D

2 計 十十 +1十 D

10-1 3 十÷十州十;ト+持 D

4 十十 十十 十+ 十+ D 

ラ守H ++十+ D 

10-4 
っ，h
q

J

4

4

-

h

j

十

十

卜十 件 D 

件付十 D

十J 十

Q
U
Q
U
 

D

一

一

一

一

十

一

一

件

叶

十

∞

++ 

ー，(十)，十，++ •..•.••.. indicate3 number of colonies. by cultivation of 1 drop of tail blood; 

一， none; (+)， positive in enriching culture;十， 1-30;十+， 31-10);叶， over 10);∞， numerous. 

D = Death， S = Survived 

Table. 8. Some Chara~ter3 ofラlong-periodSto~k Strains 

N ame of Strain 

Kushiro 

Shitakara 

Hatsuhime 

Hanaoka 

Seika 

ち rR-Strain 
$.0 

言iDaini-Manryii 
d ¥ (fresh 8train) 

話illon'sI Resistance to Fresh I Precipitation 
ReactionGuinea Pig Serum 持 rum R-Serum 

，骨 44/4ラ=0.978 1 : 2つ I1: 10 weak 

十~土 I38'4ラ=つ.844 1 : 40 I 1: 5 weak 

I Jヨ/4.'2= 0.238 1 : 20 I 1: 10 weak 

1/40=0.023 1:2ワ I1:ラ weak

土 5.'3:)=0.166 1 : 20 I 1:ラ weak

十 0/47=つ I1: 1つ

128β7=2.24ラ 1: 4:) I 1:ラ weak

Stock 
Period 

26 yrs. 

Ca 19 yr8. 

12 yrs. 

Ca J 1 yrs. 

1. 担etho:lof s令部itizationby an active serum: A fre3h guinea-pig serum ワ.3C~. normal saline 
0.7 c二ラ dropsof broth anヨ0.1cc of dilutej bro出 cultureare mixed. This mixture is sensitized 
at 370C for 3 hours， Before and after sensitization， 0.1 C~， of t~is mixture is seeded on thさ
plates. 

持 Denominatorand numerator indicate number of cobnies developed before and afもeで sensiti-
zat.ion respe~tively. 

2. J:号 1: 1っ，.，...... indbates dilution of antigen showin~ positive precipitation after incu-
bation at 370C for 1 hour. 

降反肱でO抗原の竣呉FZ疫をみると，主J照 R型

抗原は第二高隆掠 S 主~兎疫I会lijifに討し全く反感せ

-r， f>前沫は S型抗原と j弓?三変又はやや弱い反誌

を示す。 R型忠清に裂しては S型及び、保存抗原辻

R 型抗原と法ぽ111l"~';の抗原{買を示すが，沈降の詑

長泣い宇れも弱い。

この誌な S型抗原のR型血誌に封する沈降往

は粛総11)が諒コレラ毒iに於て S型抗諒のR泊L涜

に封ずる反(志陀度ほ，該常 R抗原と徐り差異のな

いととをのべている報去と一致する。以上の沈降

反!日主の成銭では之F・5探存ド~に於ける苦しい抗原性

の礎化誌ないものと;与えられる。之手長男j保存株

の毒)J を:兄るに，初安I{，~，成歌掃除はやや張く他の

3 };tj株辻'9jかにキ)Jの f迂下を示しているが{第 4
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表)，との誌な毒力の主呉と上主li;の諸反悲におする

主主異と;主主主やしも千行せ宇，従ってとれ等茜林の

ヲ{j;)Jの礎化辻以上の誌な集落差Ilの*Itι法によって
現われる主異とは別の原l~1に rll 来するものの如く

芯われる。 従来行われている幾多のs型 R型鑑
別法は真正左s型， R型持とには鋭敏であるが， ご
くk坦!の保存株は非;ι型的な集落型を54するもの
が多く，従うて之写鑑別法におしても子安Jむな成

松を生宇るものであろう。 -f古i之等諸反!を;は去、字、

!ノも絶体的のfrlf!1'l ~主なく，たとえば大:諮問j は泊Li!lJ­

抵抗に於て， UJ流産菌st~~!菌株1mに *li'N;の強弱の

あるととを指ir.?;jLている。 Jくに長期以存法中マウ

ス致死量の低いll(~i株1mにも，菌の体内滞留!支に主

のあるととは第9去に示す女11くであって， mll路

株J工f也の 2株よちもf本内誌分布が苦しい。

Table 9. Bacterial Localization in盟ice

4 Weeks after Intraperitoneal Injection 

of low virulent Strains with a 

Dose of 1 つ --!m~

Strain 
Sites 

Kushiro '1 Shitakara Hanaoka 

Heart blood 1/ラ 0/ラ i っち

Spleen 4/ラ 0/ラ JIタ

Liver 31ラ 21ラ J/ラ

M62i nterjail iymph jMラ
Iluue 0'ラ 1/5 

N umera tor indi士atesnumber of mice which gave 

positive localization at ea~h site. Denominator in-

dicates number of mice examined. 

;続的-抹と保存掠の1fk}J上仁枝: 弟 4夫 '+1ロー
守ン抹から範告と抹に至る10菌株i土各詫病的材不怜〉

ら分譲λ?義 1--3代の新鮮分再生抹である。 材イド|ーの

{えとイバF11iijは7日より 8持月に及ぶ。

之等の主rrf{l'(:株と常花株以下探存立IjltUが 9ヶJ:J

，-.， 26 "1三に i仁る 10株との致死量に就てよと技を行っ

たo Xi)f害、下手liごのl弓3抹(弟二高陸，秀麗，五!むのや

や出iい:tlj;)Jのもoを除けば，各菌持と共多少v:)c::t主

あるにしても，vまぽ.LI三均した致死主主示している。

又保存持ょに於ては， 19ヤアメ {12i三保存)， 花liri]

(12 "F-保自主)， 古辛:及びmil路(各 26年{呆f引の 4株

を徐けば新制i株との1mに主呉を認おう難い。殊に10

年以上保存した 2掠(成歌，初kJりが一般によ七べか

なりr'%¥;" ~Ij; j Jを示したととは，長期保存に1J.えって

iをIj7!.~ としたぷ }Jの{足下は起らないととを立味する

ものであろう。以上の成絞からJすえると，添Jllv指

秘したように，分譲後日設を経ぬものはマウスに

討して，一般に主主力が高いとは三い難い。I-~iの同

所とキjJとの樹係をみると s 新r.l'(:;抹のI有秀麗除は

議長fll[trr~践汁から又五月抹は仔馬関節液から分譲さ

れたものであるが，共に正;jぶ)Jを示L，他の 8株

はい宇れもl'f;，夜からの分離訟で・あって第二高姥誌

を除き一般に千均した存)Jを示した。 とのことか

ら誌の出向?とキ)Jとの1mに多少の鰯連性がある如

く足、われるが議文の限りではない。との思liに闘し

FELlX & PITT、おう Fl"NDLAY均がチフス菌のマ

ウスill)Jほ菌誌の得られた忠x-の疾患のlYJJtと主J
i在すると述べた説京岳民流産品Irこ就ても桧討の必

要があるととを示唆している。

本章小括

1. 10--15 gと 18--20gの成長マウスの1m
には体 Lfi:による奨死奈の予告がみちれる。各体主1m

に古 .i li.均生存 n~設には Il}jかな 311ほないよ去である。

又 12g内外のマウスではN:HIJによる箆タ己李の完jば

ない。

2. Vt~i 誌の1:/)Ji規定にほめ一Imgから 10信稀

持政j交野干の菌75:を各:致活宛の 10--12gのマウス腹

腔i入jにJ妾部L，3週flで 5096致死民主を求める}i

法が好適である。

3. 各r:tl抹の 10096致死712と.50忽致死長が比
較的えきく，しかも財布・0志の後り-汗しくないこ

と， 10- 1 mg 以下のr~仁;立で、ほ詰堂。;塁Ìf'lえと共に生

存日;敦が長くなること，微量tI:iで‘も二失H丈一血症は
起るが必宇、しも致死的でないととなどから，本誌

の封マウス主主力は強いものでなく， }Lそ54チフス

長とチフス菌の中1mにありと芯えるた人の話解に

一致する。

4. 新鮮品i沫と， 1~26 'r 1 ミ 1f\J累代保存誌の主

力を致死長で、よじ校すると，長担保存によち主主力の

低いものもるるが， 1---3"1ミのfJ.ミイ子で・は;祈f(t'(-:十字と玲

ど主がない。又長男H呆イ手持(10'.1三以上)でもキ))0
g1I1いものもある。 各fI>i誌の 50%致死量拾え部分
]0ーヨ.--]O--img~こ存ずる。炎症，化腰部役より分離



18 骸馨皐研究

された新鮮株;主流産給見出来の~îよ与考力が強い

キ主である c

5. 長男!保存誌は定型的S型!前によとべ各組鑑

別反庭におし不安定で、あるが，之守;の性款の謎イむ

と芸i;jJとのi当Hz:鰯誌を児tHすととは困難:で、ある。

IV" 惑染経跨EIJの麓{蔓襲様式

と新蓄株の比較

上主sの支nく我々は続宮株多数に就て致死去を
よ七乾し7こ結*， 新空白耳目株!mに:.，1V1然と L1<と主主i;)Jの主
を詮 i与~ Lf!}.なかったので，更に雨~.の 1111 に iLJJ襲 )J

(Invaきsiveness)の会あちゃ否やを拾討した。立ドち昆i

接種後マウス体内へり誌の佼入建!支，績がり， 1按

習玖態等C角度からI長J干の比較をrfj-¥みた。我々 は

種々な接種訴泣からする菌の佼襲態度を各菌株に

ついて比較し接持-後の時[1を逐って菌c佼襲経

過を考察した。 感染部位による接種語。侵襲経過

について辻，越宇ihは経口，腹控i有感染，添JIlは静

寂内，皮下感染について考究したが，我々は主と

して経口，経鼻，腹腔，J之下及び諒i内感染マウス

について観察した。

1.経口感染

新鮮株及び保存株各2株に;持て，菌を手J1mg 

主主n投興後 1週1UJ逐n各菌株与に 2匹宛屠殺し
てマウス体内!£襲吹況を立るに(第 10去h頭部i捧

己誌には'lt Jl:lj から)岳民~f~入して沿り，又腸1111股ìl本

Table 10. Spread of the Or?;anIsm in Mice after Peroral Inoヨulation

of the Organism with a Dose about 1 mg 
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に認められぬものでも位の部に菌がまa:¥lHされる。

路管には初Hにのみ菌が認められる。故Hで大体

全身感染の欣態とな担，肝，訴の如き主要臓器にほ

5，6日経過で、え多款のものに茜の長入士宮植が認め

られる。新宮掠fHjに於ける主異J主認められないG

廷に少量菌 10-1mg主投興して 14rl日の諸分

布を新筈各3株について見るに(第 11支)新宮雨

株Im~差異がなく菌分布はh\'â1'Lで、あって，議I血症

の認められたもの泣 1んを Il.iめ，肝， Hl¥"腎， sllj等

の賃貸綴器には過半数に菌が検出された。従って

経口感染辻本請のマウスにi討する良好な感染経路

の一つであると言い作る。

2. 経鼻惑染

民流産請をlIjいてマウスの経鼻感染を行った



報告はないc 他のサルモネラ民菌では瀧flf15¥ 

官10)の報たが詳記11であるむ瀧tlll土阪コレラ部，ぷ

チフス tt~fです主的法により致死去が異なるととを述

べ，ポMft/l主主主)Jのある措法建立体内K捺;i支社杭す

ることを観主している。第 J2去法約 0..5mg.J妄君主

したよ号合の新民抹の泊分子Ijを示す。とれによると

説部淋己主(fi投び、fJI¥:に辻初期iから菌が出現し， 4 H 

f 1に五ると頭部i林己主:ij，n r，れには殆ど蕗iがき~xH\

される。 6 日立至れば二弐t!文血..fiÍ~を起すものが現

われ，菌の績が引土全身的となる。 15日でほ菌の
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11. Sν，read of the Organism 2 Weeks 

after Peroral Inoculation with 

a Dose of 1 O-:'mg 

Table 

体内晴元主及び長誌がり江公正:jI主ーとなる。 :7j当けをす

ぎるとマウスの生死江迂ぽ安'ι し~Ì;îの分布も狭め

鼻ね肢には永く }~iが器{fiL 42 f-jけにも

検出しf立た拐jがあったc 経鼻感染後の流血中に於

ける}岩の出現状況は第1.'3去に示す女Ilくで，新鮮

株に於ける出現頻変は伐存株より多い傾向を示し

ら，t'Lる。
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Examineま

Spread of the Organism in担iceintranasally 

inoculated with 0.5 mg 

12. Table 

Days after Inoculation 

2 46  8 汁 iラ 21 29 42 
i一一￠一一一 1-.-':;一一一一一~一一一三「一一一一了一己一一一-I--~~一一一~-一一! . ~一一一

i会.55 iz.5cJ:主 .~.5 :i; .~.5 :i;.g.8 ~.~.5 ~.~.5 三塁 .5
! :!!j ~'g I ~付与 I :?l A :!2 ∞d ぷ ;ad ぷ I.~~ぷ rJl tlj 三~ :， .~~ぷ
j~口語(三口言 !E2 詰 :22 富 !2Q 這 !52 告 :EQ 自 lf 信

2/3 1/3 1/3 1/3 3/3 3β1 1/3 1/3 I 

3/3 3/3 

I!2 

Tissues and 

Organs 

Examined 

Hea:rt blood 

112 2/3 2/3 3/3 3，3 3/3 3.3 1/3 2/3 ]/3 Lung 

112 1;3 3/3 3/3 1/3 q
J
q
J
 

/

/

/

 

・1
n

L「
3
q
L
 

Ascites 

1/2 1/2 2/之 li23/3 3/3 3;3 3/3 3/3 2/3 2;3 1;3 Gl.事1esent.

1/3 1/3 I 3/3 3/3 

! 2/3 2/3 2/3 2/3 3!3 3/3 

泊3.3 3/3 3/3 3，3 3/3 3，'3均 3'33/3 

1/2 2/2 2;2 3/3 3/3 3/3 3/3 3，3 3/3 3/3 33 213 3/3 3/3 Sple3n 

1/2 1/2 1/2 2/2 3/3 3/3 3/3 3/3 3/3 33 3;3 3.3 3/3 3/3 Liver 

112 1/3 2/3 3/3 3/3 3/3 2/3 2/3 3/3 1/3 113 Kidney 

1/3 3/3 3/3 1/3 2/3 2/3 Gonad 

2/2 1/2 2/2 2/2 3/3 3/3 3/3 3/3 3;3 3. 3 3/3 3/3 3/3 3/3 1/3 3;3 Gl. Submax. 

1/2 1/2 

1/2 112 

2/2 1/2 

] /2 2/2 

112 1/2 

3/3 2/3 

2/3 2/3 

之/3Gl. Axil. 

Gl. Inguin. 

3;3 3/3 Nasal cavity 

Daishi-Daian is a freshly isolated strain. 

Hδkin is the stock strain. 

者 Theresults on 15th day include a certain number of mice died. 
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Table 13. Showing the Number of Bacteria in TaiI Blood of Mice 

inoculated intranasally with a Dose of O.ラmg

Strain 
No. o:f I Days afler lnoculation 

Mice 2 3 5 6 78  9 1つ 12 13 1ラ 16 17 [8 19 20 21 

2 

:[ 

一(+) ∞ rH- D 

Daini-

Manry言

t吟一一

一一十 - (cト)

(十-) (+) 

-il; 十j 十 十十 十(十j 十

百るkin

/

h

U

7

a

Q

U

Q

J

η

J

V

 

ー

一(十)一一一一一一

Spread of the Organism becomes narrow corresponding to the Diminution 

of inoculated Dos会. (挺icewere killed 3 weeks after 

pernasal inoculation with Strain Suzuki) 

Tissues and Dose (mg) 
Organs 一一一一一一一一一一一一一「一一一一7 1 一一「一一一一7
Examined ワ-1 o-:! 1 :J-:¥ 10-ι1 J-5 J 0-0 10-7 

Heart bl∞dl 
Lung 1/4 

Gl. Mesent. 1 1/4 片

Spleenλ2外勾

Liver 1/4 1/4 1/4 

GI. Submax. I 4/4 2月 4/4 2/4 3匂 1/4 1/4 

τable 14. 

た。又r，-îJ ~ï昆i株に)就て HGî主を透滅的に経鼻長路し

3jMj後の体内分自主捻来してみると，菌支の減少

と千行して体内分1in土 IH~結される韻向を示した

(!:i514夫)。

3. 皮下惑染

新苔各 2 株主主~a:， 10-nmg主成下接種し，指

r~ に 3 1壬宛の諸分布をi丘ぶした記 U~ 15えに示

す誌に感染初期から主い感染を起す鰐体もあるが

一般に抱の接持経路と!;Ij殺虫fl後から全身的な}:ti

分布がみられる。各}'t~î掠の吉:Î分市~J~態 l主 }lM誌に

よってか左ち致指がるるが， n:¥!， JJF主主要臓器に

於ける一品iの*曾稽t工大多数のものに認ゐられる。 ïl~î

接種後8日目に於ける}I;j分1!jを新宮株に就いてよじ

qi之すると新ff.l'(:除の万が明かに'8詳しな分布を:示L，

i続的;掠は体内に侵襲娯散する蓮!乏が保存株に比ぺ

?速かなように見'乏けられるが， 12---14日になると

N~}f'<D主なく菌分告は 1St汎となる。従って接種後

一定司教を以て活 x.の~t分立fを:比較することは危

捻であるc 結M皮下接珪経路を以てしでも新蓄財

株1mに侵襲与のIIH確な主異を求めるととは国難と
解される。

4. D呈程内惑染

五111~~'î~長'~ 2耳目にiA;ぺた如く寂陀i匂J安部[では

マウスの長官死容は接種I-Ï>ì主と v:まぽ~FtJ して 10- 1 ，.....，

10-2mg位度のA:t;r;ilu:で、は各荷持共始ど 100劣に一

次攻血死をこ遂げその経:過は建い。 10-1l，.....，10-7mg粍
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Table 15. Spread of the Organism in Mice after subcutaneous 

Injection with a Dose of IO-6mg 

Days After Inoculation 

Tissues and ， 2 4 6 8 10 1 24  

Organs .s・....1 .s同 2.同 3.同.s .s同12-
Q ..!:<:: I Q ぷ o ぷ。二:a 0 ぷ o 二~ I ~日

Examined ~ e _ ~ I _ Ei _ :2 ; e _ ~ g; _ :a ， e.... ~ . E3 _ :a I 円

吉宗 .5 ~ I ~ロロ .2;5DCECCD C ∞ p守口口fl3 ~ ~ 2 .5 ]a I月ロロ室
長 J2二:;:; '2 i;三 E 河口.，当 22E 長 22cj:三 2 :g '2 !:苦 2:三口 1;当 3:豆ロ
議選出議|主運宙返)語這出量三 J富三:語占詰 4j語£露五|吾J造兵

J/3 

Lung 

Ascites 

!1/3 1/3; ;33Ml/3i/3(初旬/31m/山 2/3旨/32/3仰 /3'1/33/33/33/3 

'1/32/2 1/3: 12/31/31/31/311/32/42/3 1/3 1/32/32/31/31/32/31/3 

Gl. M 悶 lt. l!β3引川1/巾/ρ2 11β3 : ;泡閣2訂/β3之日羽/弓引3引1/乃別3引1/β3引咋i江1/β3卯 13 片i巾山/β川3引iν/3 江1/乃32/33

Spleen 1/31/2 !I弓3 13/32/31/3 Il313/3 4/4 3i3 i 3/33，;32'32/3 [3/33/33/3科治3/33/33/3
Liver 1/31/2 1/3: 12/33.31/32/313/33汗3/3

Kidney ; 1/3 1/2 

Gonad • 1/3 1 /2 1 /~ ーー一 一

G1. Submax日 l♂ lg32/31/3i/3i231/4のら/3113 13/32/33/3貯仰/33;的

GIAxil ijiz:i/2i/333i/313J3わ 2:'33/313，'3伯 3/32/3!日 2/33.'33/313/3治 3/32/3ー/33/33/33l3
Gl. Inguin. 2/3 '2/2 2/2 231/3113 i 3/33/31/31/312/32 

Shuka and Katsumoto = freshly isolated strains. 

Hokin and Konishiki = stock cultures. 

Table 16. Spread of the Organism in 

Mice 2 Weeks after intraperitoneal 

Injection with various Strains 

Tissues and 

Organs 

Examined 

Dose (mz) 

!っ-H っ-7

3τ(3芸lEτlz芸
主ヰ 言8' ~民 吉 8 .r:s 
点主!逗議[よ~長主

Heart blood I 216 2/6 I 5/6 Q/6 I 4/6 3.'6 I 3'6 1/6 
Lung I 6/6ラ.'6Iラ/62/6 I 6'6 3'6 Iゲ62匂
Ascites ラ/66/6 Iラ163:6 I 6/6 3.'6 I 2/6 1匂
GL Mes::mt. I 6/6 6/6 ! 1玉/64/6 ! 6'6 4/6 I 4/6 4/6 
Spleen I 6/6ラ/6I 6/6 2/6 ! 6/6 3/6 I 616ラ/弓

Liver i 6/6ラ'6! 5/6 3匂 I6/6 3/6 I 6匂 4包
Kidney : 6'6抗!弓162/6 ! 6'6 3/6 I 4'6 36 

Gonad -1 6/6 4 '6 !日前 6/63f6J316iJ6

Gl. Submax.1 6/6 6/6 i 5I6 316 ラ/63/6 ! 3'6 316 

Gl. Axil. I 6/6 4/6 .山山市 316;3f6116
Gl. Inguin. ラ，'63.'6 6/6 4 '6 3/6 3 '6 ' 4 '6 3，'6 

Yamaguchi and Asahi = Fre3h strain. 

Konishiki and Satsuki = Stock strain. 

疫の品i至:で寸主ーオ(f!文血症を起すととは殆どないa

tfr鮮設び保存各 2株に就いては上主i主主腹腔接お

し2選後に屠殺してマウス0体内侵襲吠況を比較

するに CU~ 16去)，;デ17Erj主主主のマウスの血液にmiが
按1I11され，臓器， H本巴笛fUこも成汎に分台iし主度の
感染を被むっている。 1kmî1話料t'r1に完呉は認めら
れない。な必至.In々 の}:tf景-を寂路J説者し生浸したマ
ウスをJ主将後初日及て丈70日日記殺して菌の体内

分むを:捻すると，初日ではな会民汎に}~îが分市す

るが 70n では~F，併を除き誌の ì11夫が H立ってく

る。立Ilち菌兵i~迂;年しく射能j されている{第 17 夫)。

5. 路内接種

Bxr;-)~}~\ et api)はチアス}{;i持とのJ主力をよと較

するため， どれをマウス脳内に接手11:したが， との

ノフ法によって辻-f:{~t*v，ぷ)Jの子三呉をもとめ符なか
ったとしている。.f.!JN己主誌にijjjしでは本経誌の疑

問はぷだfiわれていない。認許可礼第二品姥沫)と

長期保存持 (mll~*) を IIí言内接持し生死盟主毛主行った。

その成主主立腹路内 J羽毛に於けると同誌長期採存~Il

E荘一f1えの致死去力{主苦しくほ下している。 0.1mg杭
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τable 17. Spread of the Organism in斑ice
kil1ed after ab'lut 30 and 70 days (intra-

peritoneal Injection with freshly 
isolated Strain Rδ1'In) 

Tissu~s and Organs Days af戸r.Injection 
Examined- I r< _~， 

CU  I Ca 3つdays I 70 days 

Heartblood 1/11 0/6 

Lung 3111 Ji. 

Ascite3 4/11 116 

Gl.盟esent. 9/11 316 

Spleen 6111 2' 

Liver ラ'11 ヰ16

Kidney 1/11 1/6 

Gonad 6/11 1/6 

Gl. Suhmax. 6/11 つ'6
Gl. Axil. 4江i 。FP6
Gl. Inguin. 4/11 。'6
Two groups of mice killed after about 3J and 70 
days were injected with doses of 10 -2"，  1 0-5 and 
!っ-1"，1 0-2mg respectively. 

!支のた長菌接種では腹腔内接担と同様一次敗血症

を立し，誌の侵襲状態も腹開内接r聞とえ1;ヨ小異で

ある。脳主役立訴筈株のヲ32なく接荷菌号;の多いも

のに多く現われる。

τable 18. Death of Mice diヨring3) Days 

after intracerebral Inoculation. 

Strain 

Daini-阻anryu

Kushiro 

j っ-~ I1つ-5 10-7 10→ 

l 1 6 61ラ812;39S[9SSJSSS

j2 7 151 S SIsS Isssl 

Note:. Figures in each column indicate survival 

time (day¥ of mice died. S indicates Survivor. 

Daini-Manryu = a freshly isolated strain. 
Kushiro = a long presきrvedstock culture. 

本章小話

1. 経口感染に於て辻少長再iで・もよく体内に

侵入増続し二次段血症を超すものが多い。頭部ii宇
巴笛にi主I{期に菌がtH現し，腸管には初日にのみ

菌が認められる。

2. 0.5 mg経鼻感染せしみうると先宇頚部淋己

節に弐いで、肝，訴に増積し更に二手く攻血症をこ起す。

流出.中の菌の出現頻度は:訴鮮株が保存訴とよりも多

かった。

J1. 皮下感染では徴長琵iを以てしても主主rlll

に辻全身的な感染を示す。 f~Î持えによって荷分告に

は勤務があ与，文吋ーW~ì株でも持WHによって不定

である c

4. ìili院内に 10-1.--..10-~mg を感染せしめる

と多く;主ー弐自支出品:を起すが， 1段去五iで;主二次敗

血昂:を超すものが多い。感染後生千葉したマウスi主

時日の経過と共に蔀庖がI!P~縮される。

fj. 脳内接間では，誌の佼襲叉段マウスの生

死の扶況は設路内感染と異ならない。接持菌72;の

多いものには指症~íたが著明である。和常期ím日出内

に菌をご探千fじていても路([~肢を1ftたくものがある。

6. 以上の各接指経路について，体内への伝;

襲経過を追さえLた成誌で‘比掛鮮株と探({f半とのrm
に芳明な主異を込tHLf~~'なかったG

V. ムチンによる罵流産麗の

マウス毒力の増強

旗詩ムチンi主チフス菌の毒力増強に民くJI1い

られている。 他のサノレモネラ属菌に就て;主，

BUTTLE et aI.18)により， ノζラチフス B主:I， .lR 

チフス蓄に弐みられた。その抱のまi号菌についても

ムチンの毒力増強が毘論，資捺の語から童文多く検

討されている (OLTTZKl)o19) 怒しながち馬流F72菌

に続てムチンの55力増強作Jljを検討した報主止な
い。著1f等がムチン式殺をこ行った動機ほ，者JJが

.r~{チフス菌とチフス菌o中間にある本遺におして

ムチンの毒)J増強作1t1が如何に作用するかに関心

を持っと同時に，民流産菌の兎疫式験r'C於て，生

死の捻iiiに迂チフス菌と同議後感染に多量の荷主

要L，抗感染性の域主上支誇があるので，ムチン
添加による毒力増強に期待LたからであるG

費験方法

ムチン菌i賓の調製法は BATSON et aIY)が

チフス菌で、行った方法に準じた。夜111ムチンは，

Granular hog gastric mucIn (Wilson. Type 1701-'干)

である。 5%ムチンi夜に接荷i主両iiz/18宣:の菌液を}J¥1

え局特11f:f11L， 10，......，12 gのスイスマウス腹開内に

0..5 C.C・宛接脅した。ムチン辻使用の都度無言i式験，

安全試験を行った。徒ru各蕗i株比前記各京の賓験
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に{吏flJLたものと同一である。まJ照菌i夜;主主正litflせ

案、E草木又は燐按臨殺南会議ノi三(pHニ7ji三浮遊せし

めた。

1. 致死量の減少

2fC19去によれば，第一h笠n，第8オ{グメ
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ント，第二予言隆の3i考古[ミ株のムチン苗i邸主封照}岩
波にくらべ致死:足立苦渋Lて 10-7mgでほ 10096

努死L， W~i教にして 10 向以下(10-Hrng) 殆ど 1mi 
(10-flmg)でもよく努死せしめる。 3fJ9Zも位の資駿

‘{yJJにくらべやや正;jい者JJ主力ミしたが，奨死に主る

Table 19. The E丘・ecton Mouse Virulence of suspending S. αno'f・tus-equi
in g部 tricMucin (Intraperitoneal Injection) 

Strain 
Dose (mg) 

Suspension 1-一一一 一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一
I 10- 10-2 10-3 10-1 10-5 IO-R 10-7 10-s < 10-fl 

i ラア;;mucin 3/3 3i3 3'3 3/3 3/3 3'3 3/3 1/3 
Daigo-Hogetsu i _ 

! Cont凶 313 J!3 lI3 2/3 2/3 3/3 1/2 0/3 

・- ラア~ mucin 2/2 2/2 2/2 2/2 2/2 2/2 2/2 2/2 2/2 
Daihachi-Ogument : 

I Control I 2'2 1/2 212 0/2 1/2 2/2 1/2 0/2 0/2 

; ラア:;mucin 

ControI 
Daini-話anryu

2/2 

ラJラ

2/2 2/2 2/2 0/2 2

同ノ

つ

』

円

ペ

J

2/2 2/2 112 

11ララ/ラ 51ラ

Shitakara 
ラア，;mucin 

. Control 

2/2 2/2 2/2 2/2 212 Ol2 1/2 0/2 0/2 

41ラ 0'ラ 0'ラ 01ラ 01ラ

R-Strain 
ラ3:;mucin 

Control 

2/2 

0/2 0/2 

0.'2 0/2 0'2 

1. Numerator indicates number of d~ath3 within 3 weeks after injedion. Denominator indicates 

number of mice injected. 

2. Controls were suspf'nded in normal saline or phosPI!ate buffer soIution. 

迄の日裁はムチン治液にくらべ著しくjLC廷した0

llnちムチン前波i主治ど 1.--<鼓弓にマウスを箆死せ
しみう2fC8ォーグメントでほん体 1ん.....2nで、あった。
封照}岩波は正言語科での箆死止すぺて二次攻弘主で

あり，経過足長期iに及んだ。 ?~L江ç 8オーグメン

ト株以外の 2'新EF掠ではムチン}主演でも }r~î 教が少

なくなると生存日教が延長される傾向がみられた。

又第二島隆沫10-S，10-作rngの生唆マウス沈滞円

n培殺ほ長Lた結果{本内 Jl1続器に ~î を f~と千:î L てい

た。 llPちf授景品iでほマウスをi米持続態に止するが

必宇Lも禁タ乙せしあるものでなく， rt2ってお流再

菌の病原tt:そのものがムチン添加によって主l~1~(IJ'J

に改坊されたので、誌ないものと解される。なj社長

野j保存の百三手誌もムヂン添加により汗しく致死去

i主:或'VL た詩;;:訴f.~，下科之とは*?ff立のヲ己泊:ある Q

2. ムチン菌液接蓮マウスの惑染経

逼と諒水中の菌の清長

!:fc 20:長に示す如く，第五賓月株10-smgム

チン}岩波長種マウスの流血中の再iのtH現は封!沼食

!襲五三}岩波に比べ苦しく.1fT.く，マウス辻 2Hで箆死

じた。又11照10-1mg感染マウスが初期iかち強い

前市l~i~ 主主するにふjわらや，タ己i苦H主ムヂンlÆUmに

よる微量諸よりも延びるのムヂン菌波長持後続時

ltllで;工品1.r}J に菌は認められない。

主(C21えに於ても 1時IIllrlには血!i1に誌が認

め?うないが，腹水中の誌のt持続J主宰{る;主かで時1m
の経過と一足に:11'1)111L， 2時;iijでl主力!ミ設とな担その

まま噌棋をこ持続する。之に反L食器ノj三浮説法液J幸
町マウスの腹腔で、;工時iiUの経過と共に滋戒する。

従ってムヂン前波で、は 10-7rngの如き微去をご接開

しでも j己主i去をこ一時に接樟したと同誌の結果をこ招
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Invasion into Blood Stream following intraperitoneal Injection 

with Mucin Suspension of Strain， Daigo・Hogetsu

石Jf墜興喜左

20. Table. 
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the Spread and Multiplication of the Organism 
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十十(十){十j2 days 

(十)寸ー十O 十cxコcxコ封+4 

持 StrainDaihachi司Ogument，Dose 10-1 mg. 
告を持 Perit'lneal washing of each mouse was made up to a volume of 3 cc with sterilized saline. 

省?， Number of colonies could not be counted on account of the contamination. 
o = no colony; (十)= positive in enri::!hing culture ;十=1 '" 30 colonies; t+ = 31 -1 00 colonie3; 
叶=over 100: ∞ numerous. 

去五多照)ο来するものと解科したい。

長期保存弱毒菌株及び亙型蓋

iこ霊まするムチンの作用

長期保存舌辛株はムチン添加により著しい主

力の増強が見られるが，新~l.干株に比べれば長だし

い懸隔がある R型菌では説く僅かの増強がみら

4. 試験管内iζ於けるムチン菌，濯の増殖

各議掠株に~ft':て， 5%ムチン夜中に lO-7mgを

浮・併せしめ菌裁の増減を検討した。生王Ht的食盤水

又は燐唆匡量殺担j食軽水によとベムチンは愛育を促進

する有効な土正義基であるととを示している(第 22

3. 
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Table 22. Enhancement of Growth of the Or宮anism

in vitro .by the aid of Mucin 

Number of Colonies after Incubation (37"C) 

Strain Suspension 一一 f竺雪中町民三里町)一一一 ーー

o 2 4 ]8 24 

D山 εhi匂 ument Mucin 82 93 130 ∞ 

Saline 9ラ 103 ] 13 89 4弓

-u vu r
 
n
 
a
 

M
 
n
 
a
 
D
 

Mucin 

Buffer solution 

ラ4

84 

64 

8] 

68 

]2 

4ラ日

O 

= 
O 

| 沼田in 69 64 7ラ 3ラ7 ∞ 
Shitakara 

i Bt品 rsolution 62 74 35 7 2 

Mucin 36 41 8ラ∞
R-Strain 

Buffer solution 78 20 0 

Figures indicate mean number of colonies of 3 plates seeded with 1 loop of cultures. 

Table 23. Jnvasion of the Organism into Blood Stream following 

intraperitoneal injection of suspending R-strain in rnucin 

Colonies in Drop of Tail Blood 
Dose ]/4 1/2 2 4 2 3 4 ラ

hr. " " " day days " " 

IO-lmg， mucin ーγ 寸十 十 寸ー 十ーで十 D 

寸4 γ+ 斗ー 十 ー「 十 D 

IO-lmg， buffer (寸)

solution 十

i0-5m~， mucin 

IO-5mg， buffer 

solution 

D = Death 

れるにすぎない(第 19夫，長会照10

之に反して式験内でのムチン;夜中に於ける菌

の増槙態度は弱者誌も R型菌も新鮮誌と同様に持

!日!の経過と共に増加する(弟 22去L然るにマウス

にま.jLムヂン}岩波をHJいてもとれ害弱75}ZiえはR
~fj~~:tiの致死去が筑紫として軒並下掠に劣るのは，義

和f五日;がf少ないと，致死去迄土骨格するに長時間主

要 L，--J;ム子ン{主イ{効作i1ia寺f(¥1が志きるためと
れ乍の笥呉菌は充分に帯丹([Lfうす;;怒って箆タとに

:壬らぬものの如く解される。

第 23去に RJ型的援荷によるマウス流出.中の

誌のj吉長をこ示Lたが，ムチンをご添加すれば 10-1mg

で、は呪時計百にJfn.lllに菌が現われ昔前L症を持続して

そのまま奨死するが).J妾荷量が lO-5mgに低ドする

とたとえムヂンをi;sJmLても対じ恥rllにf益オL出る )J

がなく換三すると起始荷設が少なければ，腹.fþ~に

於ける増積が去るPM1tでJfll-;!mされて Lまうととを
立叫えする。 この松に R~~菌の致死去i或少作JIjが限

定されるととは， B( HVIX et LVIE沿j{()Hlう人u::I)が:お

病誌の Sl~司攻ぴ立割前の比較に於ても観察Lてい
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る。

上述。支持くムチンの毒力増強作用は菌株。国

在毒力に支恕されるものであって，ムチン添加に

よって菌除本来の毒力の主をなくしてしまうもの

ではない。

5. ムチンの毒力増強作用についての考察

JJ~流産菌はマウス Irc.到してほよく佼入持!?荊す

るので， 腹腔内に接話された場合 10-1mg程度ま

では大体二号え数量Lff~を起し蹟汎に体内に掠数す

るが，腹水中の菌詰よじ車交的短時間に治夫するか，

或は著しく減少する(第 21去長会員宮)。とれに反Lム

チン菌液接結マウスでは念速に腹水中の菌法増嫡

し主誌な感染を起し，しかも 10-担mg程度までは

殆どー弐敗血痕死を招来する。とのととは腹控ql

に多量の菌を接積したと同様で・あるが， その経過

法更に著しく惑い。発死しないものでも恰も多景

接種されてー失致抱症死を兎れて生存しているも

のと時保所見である G 生体内で、微量の菌が式験管

内とl司;涼何の湾害もなく増殖するには完全に生体

の抵抗から促護されていなければならない。第 24

去に 0.3銘の告jに石炭酸を従事lしたムチンとお照

液のI式験管内 37
0
Cに於ける菌の増j戒を示すと， 5

分及び 1時間口の菌数はムチン菌液です主1Jt:f1目立に

くちべ48.8弘 61.896であるに反し 1H照菌液で
江 35.4%， 19.7%である。(革委街食器水は元来1Miに

Table 24. Effect of誕ucinon Sterilization 

by Phenol Solution in vitro 

後 Suspension

Mucin 

Bu在ersolution 

320 405 395 3ラ7

333 186 0 

持 Suspensioncontained lO-rmg of Daini-Manry号

Strain. 
Phenol was mixed in ea~h bacterial suspension 

at the rate of 0.3が.Each suspension was incu-

bated at 370C after mixing. Figures indicate the 
number of bacteria by plate count. 

封ずる感作がやや強いが 1時間fI迄はその務響.

段認められない)との椋にムチンば石支般の殺菌

作用から相官よく菌を保護する。然しとれば物王III

的作用によるものか又は化事的作用によるものか

はUJ1かでない。 OLITZKl19)はムチンの毒jJまi判長作

HJの根本は，ムチンの喜i体に討する被覆{i~ilJにあ

るとしているが， 15流産車iに於てもムチン注菌体
を生誌の攻撃から保護しその結果菌はiT7続して

主主かにマウスを築すものと芯う。又ムチン添加償

支tVtiのJ妄種によって探菌扶態となるに拘わら宇，
死を兎れる{同体のあるととやムチン添加による致

死量の減少が，存i禄本来の毒力程度がまrま斗三fJし
ているととは，ムチンが馬流芹:主ieH本のマウス病
原性を費えるととなく，又菌株そのものの毒jJを

己主建ずるものでないととを示すものである。 RPち

本草jに封ずるムチンのf'f.Jlj~主チフス菌によって既

に研究された作用機桔と司ーであると解される。

本章小話

1. 5%ムチン添加によ争.I.M流幸誌の致死
}ii主主誌;致言語にまで促・められ， W~Î沫によっては 1 pij 

でも築タ己が起り得る。発死マウスの生イ長n裁も著
じく対話jされる。 しかしムチン添加1l段長誌で、は必

宇しも箆死せ宇保菌MJ~怒で生存する。

2. ムチン菌液を絞!路j妾樟すると，腹腔内の

}誌の増策ほ速かで，従って血中にも渡かに出現L

_'-fUミな感染を示す。

:1. 長期保存弱志株， R型菌に封するムチン

の致死量減タ作1Ijには政疫があ与，各菌株本来。

:jITJJの限度に[主やる。却ちムチンは菌ト宗本来のヲ主

力者:様、えない。

4. [;.1'¥験管内ではムチンは良好な培養基であ

る。又ムチンは菌を保護して11友喰の殺菌作用を
低J下させる。とれ守;は生体内のムチンのキ力;暁強

作JHを説明するに訂都合であろう O

VI.棒、括

我々;工品流産菌の新鮮分離株と約 1，--.，26年保

存累代持との毒j]をマウスに款で比較し，同時に各

設予正(経路i亡於ける感染経過を追及したc 更にムチ

ンの本諸におする奇力増強作Jljに隠して検討し弐

の成結こを符aた。

1. 腹腔内感染に於て""7ウスのH~主により

築死吾容i土影響をうけ， 1，本-rT!:のたきいもの辻抵抗力
も強い。但レ1-I1:>31jによる主異」はない。



.'1>'戸，佐藤一一馬流産の死南見境に関する研究 27 

:!. ~:/)Jの~wtι{主 10- 1 ，，"，， 10-':mg 1こII.る設段

PtJrの}完走主政1宅内j安相L;;選後に於iテる LD;，oを
求める主訟が故惑の主nくであるb
3. ネJf号、下株及ちて保仔株各 10株宛11:就て目立院

内接杵による 5096致死:htを1t1交したが，q' ，):~之の-f;M

株を除いては新宮:株1mにunかな予三:異をi認めfうない
らiC4夫)。

4. 新鮮株111化!民主， 炎主主部位かちflJられた

菌株は流岸和~I!.rli夜から分誰されたものにくらべ

主力が強い技に立'乏られる{第 4長10

;). 保存立llH¥110年以上の長男l':呆存5株に就

て椅々な集落現。 S，R l~~鑑別法を式み持に新宮下モ

ルモット民1.清におする拭抗'f.f!:f主新f¥¥f梓にi七べ{nJ.tL 
も著しい減弱を示したが， 5096致死三~:t主新宮(科ミ:長

のもの 2科し弱者化Lたもの 3株であり， J~耳J~保

存により必宇 L も者力のイ正 jごを示さなかった (~íÇ

4，8去70

6. 経口， fii鼻， m三l司，皮下及び、腹路内長和

経路による誌の公襲態喪主検討した。邸内及び腹

腔内接種によると}(i)l請ではほぼ 10096に一次敗

血佐死を起し皮下接結はやや箆死奪三が低'Fする O

以上の接持続路により微??:誌をj主主ょした場合や経

口及び絞鼻接和で0.5"，1mgの大景誌をJiJいても

ーサ;敗血訂正段起さす=二次敗血症の明言ごとるもりが

多い。

7. かかる場合二三五;ぽ主主を起し体内に民く

菌がiLt入増殖しでもマウス;土必やしも築死しない

松度の本長iの~{ijH主先人の三う女n く以チブス誌と

チプス立iの中Iglに{立するものとJjうえられる。

8. 以上の誌和経路につき主if部:株投ぴ保存抹

の公襲態度をよ仁枝したが， 'ÎH i)'の1mに明時左手己主
認め難い。{Il.し微量}ïî を皮下J妄flÌÎ~Lた後 6 U ~rîに

体内諸分自を比べると新鮮株のJ;がfs.a凡な分併を:
示したが 2週後でi主ド!4l干の:);::がないG
9. ムチン添:lJnにより本向。:ぷ-JJ立民主Lく持?

出i され，致死~IT~:f主教1fMまで絞められ，文生存n教
もhi軒;ずるο

10. ムデン菌波止肢特j妄干弔後肢院予iで建かに

f許税し流血中にf'd入する。

11. 勃:N持及びR)fj~rft~i もムチン添加によって

キ)JI工明必ずるがp その粍!JEは限定され各菌株本

来の'!1j;JJとJI汗tする。

本{訂究は支部ヂ?科早研究弐;こよって行われたo

iiとして謝;立を去する。
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Resumさ

In the present paper some experiments are described on the comparative studies on mouse virulence 

of the freshly isolated strains of this bacil1us and of stock cultures stored for a period of 1 ---2G years. The 

author話 alsoinvestigated the spread of the organism i:予ythe various routes of administration of the hacilIi. 

Besides， the effect of m ucin on mouse virulence was tested. The results are summarized as follows: 
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1. 'rhe death-rate following intraperitoneal inoculation Is aHected by the weights of the mice. The 

heavier mice show a tendency to have stronger resistance. No differencc between the two sexes is dete-

ctable (Tables 2， ~~). 

2. The mouse virulence of the baciIli is to be e邑tImatedpreferably by reading off the LD 50 from 

the observed mortalities in each of the mice groups inoculated intraperitoneally with a serIes of six dilu-

tions 10-1__10-Omg within 21 days. 

3. The LD 50 of each 10 freshly isolated strains and stock cultures were compared. Except in 

certaIn strains， there is no marked difference hetween the fresh and stock strains (Tahle 4). 

4. The fresh strains isolated from pyogenic or inflammatory lesions appeared to be more virulent 

than the ordinary fresh strains from aborted fetus (Table 4). 

5. Some biological and serological characters of 5 stock cultures preserved for more th?n ten years 

were observed， and the resistance to fresh guinea pig serum of these strains is markcdly less than that of 

fresh strains. However， LD  50 of two stock cultures are almost the same as fresh straIns and three of 

them showed lower virulence (Tables 4， 8). 

6. The behavior of invasion and multiplication of the baci11i in mice administered hyァ variousroutes 

of inoculation was tested. Large doses of bacilli administered intracerebrally or intraperitoneally cause 

deaths by the first septicaemia in almost all mice; subcutaneous injections also cause a lesser percentage of 

deaths. A minute dose of bacilli given by ahove 3 route吉 ora l<¥rge dose s uch as 0.5 --1 mg adm inistered 

perorally or pernasally does not cause first septicaemia but seconむrysepticaemic infection (Tables J 0--18). 

7. However・， mice which suffered from secondary septicaemia do not r日cessarily die. Thus the 

mouse virulence of abortion haci1li， as語 any authors already stated， seems to he intermediate between 

Salm. typhi-murium and Salm. typhi. 

8. No differences between the behavior of the invasion into mice of thεfresh and stock cllltures 

have been dctected clear1r wIth various routes of Infection. 

It must he noted， however， that a minute dose of a fresh strain given hy suhclltaneous routes showed 

comparatively a wider spread of bacil1i than that of a stock strain after 6 days but not after 2 weeks. 

9. Even a small number of bacilli injection with mucin inevitahly cause death of mice within a 

short period (Table 19). 

10. The bacilli 


